
連光寺・若葉台里山保全地域農的活用検討会（第 1回） 

 

日 時 ： 令和 3年 11月 24日（水）9：00～12:00 

 

会 場 ： 多摩市役所 東庁舎会議室 

連光寺・若葉台里山保全地域（連光寺六丁目１７番地） 

出席者 ： ［委員］ 

八木委員、山田委員、小形委員、萩原委員 

［オブザーバー］ 

      平野課長代理 

フナキ氏（一般社団法人畑会） 

［市］ 

鈴木市民経済部長、渡邊経済観光課長、長谷川公園緑地課長、沖迫農政担当主

査、芦澤みどり担当主査 

※ 鈴木環境部長 欠席 

 

【資料構成】 

資料１：委員名簿 

資料２：多摩市連光寺六丁目における里山保全地域と農地の活用について 

資料３：作業シート 

資料４：検討の進め方 

参考資料１：連光寺・若葉台里山保全地域保全計画書 

参考資料２：多摩市都市農業振興プラン（本編・概要版） 

 

【要点録】 

１ 開会 

 

２ 趣旨説明 

・湿地に希少生物が生息している。集水域の保全が重要。 

・集水域を保全するために、都が連光寺・若葉台里山保全地域を拡張指定した。 

・水源環境機能を保全するため、主に農地及び草地として保全する必要性。 

・多様な主体が保全地域内で積極的に農に関する活動に参加し、協力できるような協働関係

を形成し、農地の保全、維持を図りたい。 

・持続可能な経営・運営のあり方を検討し、具体化するために、検討会委員からご意見、ご

提案をいただきたい。 

３ 自己紹介 

委員及びオブザーバーがそれぞれ自己紹介をした。 

 



４ 会長・副会長の選任 

委員からの互選により、八木委員が会長に選任された。 

山田委員が副会長に選任された。 

 

５ 現地視察 

・事務局が現地を案内 

・保全地域の令和 2年度拡張区域を視察 農地、竹林の確認 

・農地で過去に育てていた 

・平成 26年度に指定された湿地を周辺部から眺めた。 

・湿地の生きものの希少性や重要性、復田の実施などについて説明 

・インキュベーション農園も外から見て回った。 

 

その中で出た意見・コメント 

・農地については、肥培管理がしばらくなされていない状況である。土づくりから再開する

必要がある。良い畑になるのには時間を要する。 

・法面の管理は重要である。安全の確保が必要。 

・とても広い。 

・全部を耕作するのではなく、子供たちが集う広場的なスペースをつくってもよいかもしれ

ない。 

・いっきにフルスペックにするのではなく、何年かかけて進めるというやり方もある。 

・土壌診断も行いながら進めていった方がよい。 

・井戸が危険である、落下防止のための安全対策が必要 

 

６ 次回以降の流れの確認 

なし 

 

７ そのほか 

委員 委員以外にもさまざまな人の考えをきくことで、この農地のもつキャパシティなど

がわかるのではないか。たとえば売るときにどれくらい売れるのか、商圏としてどの

ようなものか。市場としてのキャパシティ、土地としてのキャパシティなどがある。 

人材とか組織の面の課題もあるだろう。たとえば担う人。たとえば、それぞれの主体は

どういう人財を出すことが想定されるのか。そういった部分がないと、なかなか 3 回

目までにスキームができるということは難しいと思う。 

委員 里山保全地域としての最低限の条件があると思うので、整理してもらうとよい。 

委員 近隣住民の要望などの把握なども必要ではないか。 

市  事業をはじめるにあたっての条件などは次回の会議で説明できればと思う。 

   委員さん以外からの意見をどのように聴取していけるかは検討したい。 

   作業シートを集計して、どういったものができるかは調べたい。 



市  実際の事業スキーム案について、ここでの議論をベースにしながら検討を進めてい

くという手法もありではないかと思う。 

委員 どの程度のことまでが許されるのか。 

   何かを飼うとかありか？ 

委員 常駐する人がいる農園がよい。 

委員 どんな事業者を想定していけばよいか。 

市  市がどういったタイプの農業公園的な場所を目指していくかは要検討であるが、愛

知県春日井市にあるあいのうパークのような事例は一つの参考になるのではないか。 

委員 指定管理を行うのか？ 

市  まだわからないが、検討対象の一つではあると思う。 

オブザーバー 農地にするには数年かかる。全部を耕作するのではなく、子供向けのプレイ

パークや里山のこどもの遊び場とかにしてもよいかもしれない。 

子どもの頃に遊んだ風景を復元するとかのコンセプトも面白いかもしれない。 

教育施設としての位置づけも面白い。 

委員 教育委員会、保育園、幼稚園に対して需要調査などを行うことは有効ではないか。 

委員 多摩市内の保育園にアンケートをとってはどうか。 

委員 需要はあるのではないか。 

市  全然作物が出来ないということはあるのだろうか？ 

委員 きちんと管理する人は必要だろう。市民が失敗しにくい作物を選ぶ必要もあるだろ

う。 

委員 多摩市にはトラクターを貸し出したりするサービスはあるのか？ 

市  そのようなサービスは行っていない。 

委員 車で通る人が多そうな立地だ。 

市 自家用車で来園したいという声が多くなるのではないか。駐車場は最低限必要そうだ

と考えている。 

 

８ 閉会 

 


